

















































広く使われるようになるのは，伊波の死去直後に開催された追悼講演会（1947 年 10 月 25 日に
国学院大学講堂）において，折口信夫（1887 － 1937，以下は折口）が行なった講演「沖縄学の
過去及将来」，その後，方言研究者の金城朝永（1902 － 1955，以下は金城）による講演「伊波












『おもろさうし』研究ということになった 3）。『おもろさうし』は，1531 年（尚清王代の嘉靖 10













































時期ごとに沖縄学，琉球学，琉球研究などの呼称が用いられている。第 1期は 1879（明治 12）
年の琉球処分の前後から 1900 年代初頭（明治 30 年代）までの時期で，主に沖縄県外者による
調査が中心であった。第 2期は 1900 年代初頭から 1920 年代半ば（大正末期）頃までの時期で，















































































秘本といわれていた『おもろさうし』全 22 巻（全 6冊）を県庁で見出し，オモロ研究に初めて
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取り組んだ先駆者となる 19）。さらに田島は沖縄の言語について研究を進めたようであり，沖縄























雑誌』，『国光』誌などに発表している。たとえば「待令日記」（『琉球新報』，明治 27 年 10 月），
「所謂慶長の乱の琉球に与へたる影響」（『琉球新報』，明治 27 年末あるいは明治 29 年 3 月まで
に 3回連載して中断），「混効験集」（『国学院雑誌』，第 4巻 3号，明治 31 年 1 月），「琉球見聞
録」（『国光』，明治 32 年 10 月 2 日号から明治 33 年 1 月 18 日号まで 8回連載），「琉球語研究資
料」（『国光』，明治 33 年 2 月 11 日付臨時増刊号）などである 23）。
このようなぼう大な資料や研究成果を残した田島との出会いは，その後の伊波の研究生活に














約 1ヶ月間にわたって言語や民俗文化の調査を行なっている。チェンバレンは翌 94（明治 27）
年に琉球語が古代の日本語と共通性をもち，中国語の一分派ではなく，日本語と同系であると発
表する 27）。伊波は 1901（明治 34）年の論考「琉球史の瞥見」と 1906（明治 39）年の論考「沖









































































































































































（共著，1916 年），『沖縄女性史』（共著，1919 年），『古琉球の政治』（1922 年），『琉球聖典おも









































































































































































養を助成しなければならないと訴える 78）。伊波は 1912（明治 45）年に沖縄基督教青年会の集
会で演説をして，明治政府によって推進されていた三宗教会同に対して自らの見解を述べてい
る。その題目は「古琉球の政教一致を論じて経世家の宗教に対する態度に及ぶ」というもので
















































































































て啓蒙運動では無力なことがわかったときであった。沖縄では糖価が 1920（大正 9）年に 100
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この時点で学問的に相通ずるものをもっていた 104）。伊波は 1924（大正 13）年 12 月に沖縄県立
図書館長の職を辞し，翌 25（大正 14）年 2月に校訂作業を終えた『おもろさうし』を携えて上
京する。伊波は柳田にオモロ研究を促されて，研究者として再出発するつもりであった。この




『南島方言史攷』（1934 年），『琉球戯曲辞典』（1938 年），『をなり神の島』（1938 年），『日本文化

















































































































































































































1）伊波普猷「琉球人の祖先に就いて」（伊波普猷『伊波普猷全集』第 1巻，平凡社，1974 年，48 ペー
ジ）；外間守善『沖縄学への道』，岩波現代文庫，2002 年，67 ページ。以下では『伊波普猷全集』は
『全集』と略す（出版社名も略す）。
2）比嘉春潮「沖縄学の創始者伊波普猷氏」（『琉球新報』，1959 年 6 月 21 日；比嘉春潮『比嘉春潮全集』
第 4巻，沖縄タイムス社，1971 年，70 ～ 3 ページ）。
3）外間守善「金城朝永と沖縄学」（外間守善，前掲書，2002 年，119 ～ 24 ページ）。金城は琉球学とよ
んでいた時期もあるが，沖縄学へと変えている。
4）「沖縄学」の展開については，田場由美雄「沖縄学の歴史と現在―伊波普猷以後の素描」（『季刊 東北
学』，2006 年第 6号，128 ～ 43 ページ）。
5）この点が各時代によって伊波の評価が異なる原因であると考えられる。池宮正治「『沖縄学の黎明』
と伊波普猷生誕百年」（『文学』，第 45 巻 1 号，1977 年，124 ～ 32 ページ）。
6）金田一のアイヌ語研究と伊波のオモロ研究は，その脈絡において類似の側面をもっていた。安田敏朗
『金田一京助と日本語の近代』，平凡社新書，2008 年，47 ～ 88 ページ。
7）現在の沖縄研究は，日本人と沖縄人という区分自体が問いかけられている。アイデンティティへの問
いかけの歴史それ自体が，歴史的に問われているといえる。成田龍一「『沖縄・問いを立てる』，ある
いは「沖縄研究」について」（『UP』，第 441 号，2009 年 7 月，43 ～ 8 ページ）。
8）沖縄県編『沖縄県史 別巻（沖縄近代史辞典）』，沖縄県，1977 年，83 ～ 7 ページ。
9）政治的な課題を追った調査は，多くの報告書が出されているが，代表的なものは一木喜徳郎「一木
書記官取調書 明治 27 年」（琉球政府編『沖縄県史』第 14 巻，琉球政府，1965 年，491 ～ 606 ページ）
である。学術的な調査は 1890 年代（明治 20 年代後半）以降に現れるが，笹森儀助（1845 － 1915），
チェンバレン，田代安定（1856 － 1928），加藤三吾（1865 － 1939），田島利三郎（1870 － 1931），幣
原らによる調査および研究である。当時の状況については，拙稿「笹森儀助と地域振興―『南嶋探験』
をめぐって」（『京都産業大学論集 人文科学系列』，第 38 号，2008 年，116 ～ 46 ページ）。
10）岡本恵徳「沖縄研究における柳田国男」（『国文学』，第 38 巻 8 号，1993 年，102 ～ 5 ページ）；外間
守善，前掲書，2002 年，75 ～ 214 ページ。
 伊波普猷と「沖縄学」の形成―個性と同化をめぐって 29




系列』，第 35 号，2006 年，25 ～ 54 ページ）。
13）太田朝敷「与 K，S論時事」（『琉球新報』，明治 35 年 6 月 3 日；比屋根照夫・伊佐眞一編『太田朝
敷選集』上巻，第一書房，1993 年，267 ページ）。
14）拙稿「太田朝敷の地域発展論―沖縄の「独立自尊」をめぐって」（『京都産業大学論集 人文科学系
列』，第 40 号，2009 年，135 ～ 74 ページ）。
15）伊波普猷「古琉球 自序」（『全集』第 1巻，1974 年，12 ページ。伊波の場合，日本と沖縄との関係
に目が向けられる場合が多いが，当時の沖縄内部にあった階級制度のなごりも伊波の認識に大きな影
響を与えている。小熊英二『＜日本人＞の境界―沖縄・アイヌ・台湾・朝鮮 植民地支配から復帰運動
まで』，新曜社，1998 年，287 ～ 8 ページ）。
16）田島については，山下重一「田島利三郎覚書」（『国学院法学』，第 25 巻 1 号，1987 年，33 ～ 72 ペー




19）池宮正治，前掲論文，1977 年，124 ～ 32 ページ。
20）幣原は，『南島沿革史論』（冨山房，1899 年）を刊行し，その後 1928（昭和 3）年に台北帝国大学初
代総長に就任する。





掲書，1975 年，375 ～ 7 ページ）。




号，2002 年，268 ～ 84 ページ）。
27）伊波普猷「琉球の方言」（『全集』第 8巻，1975 年，514 ～ 6 ページ）；大野晋「解説」（池田次郎・
大野晋編『日本文化の起源 第 5巻，日本人種論・言語学』，平凡社，1984 年，308 ページ）。
28）伊波普猷「チエムバレン先生と琉球語」（『全集』第 8巻，1975 年，567 ページ）。
29）伊波普猷「琉球史の瞥見」（『全集』第 1巻，1974 年，528 ページ）。
30）石田正治「伊波普猷における信仰と愛郷主義（一）―キリスト教による国民道徳の形成」（『法政研
究』，第 65 巻 1 号，1998 年 7 月，34 ～ 6 ページ）。三苫利幸「伊波普猷の「日琉同祖論」をめぐって
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33）伊波普猷「琉球群島の単言」（『全集』第 8巻，1975 年，436 ページ）。
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35）伊波普猷「琉球人の祖先に就いて」（伊波普猷著・外間守善校訂，前掲書，2000 年，58 ～ 9 ページ）。
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2003 年 12 月，518 ～ 9 ページ）。
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稿，前掲論文，2009 年，135 ～ 74 ページ。
43）伊佐眞一『伊波普猷批判序説』，影書房，2007 年，95 ～ 7 ページ。
44）伊波普猷「琉球人の解放」（『全集』第 1巻，1974 年，491 ～ 5 ページ）。
45）鹿野政直，前掲書，1993 年，28 ～ 9 ページ。
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Fuyu Iha(1876-1947) is a famous folklorist from Okinawa. He performed various studies; linguistics, cultural 
anthropology, history, religion and so on. He is called‘Father of the Okinawa study’, because he left many study 
achievements based on these studies. About his study achievements, there are affirmative evaluation and 
negative evaluation. However, the connection with the Okinawa study does not become clear even if it was either 
evaluation. 
He built the original position in history of thought and cultural history of Okinawa. He started Okinawa study 
after having quitted a junior high school and went ahead through the Okinawa study after having returned 
home, and announced the Okinawa study after having gone to Tokyo. When he performed Okinawa study, 
he used history, linguistics, anthropology and eugenics. His academic description about Okinawa took on the 
political nature. His intention was to emphasize originality of Okinawa by a "Omorosoushi" study and was going 
to free Okinawa. He had the opinion that Japan and Ryukyu had the same ancestor toward, and insisted on 
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mental self-government of Ryukyu hereby. 
It is necessary for establishment of the Okinawa study to untie the process of speculation by representative 
thinkers of Okinawa. Because we do not pursue academic result, but must clarify a method of the study and 
analysis technique. 
Keywords :  Fuyu Iha, Okinawa Study, Same Ancestor Theory of Japan and Ryukyu, Uniqueness Theory, 
Assimilation Theory
